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出そうとしたものである。構成は大きく 2部に分れるu 現在の経済改中はz 後退性克服
の側両をもつものの，世界将済の中での中国の対応として，いいかえれば開放体制下の








































































































82 (82) 第 141巻錦1号
係を柱として取り上げている。このような分析項目の設定の仕方は経済改革が企業にも
たらしている現下の諸課題を明らかにする上で成功しており，興味深い論点を提示しえ
ている。即もそこでは国家企業関係では，エネルギー・原材料の大幅な値上りにかか
わらず需要が哀えない〈価格テコの不機能)， 投資資金の財政資金から銀行貸付への切
換えと利了率上昇にあっても銀行依存が急増する く金利テヨの不機能)，新製品開発へ
の免税も企業を製品開発へ導かない(和税テコ不機能〕等，政府の誘導装置が未だ効果
を生んでいないことの検出がなされてお札企業内部状況では，工場長の権限の党との
関係での未確立，従業員の生活・福利要求の強さに起因する留保利潤分配の企業別多様
性，企業の雇用・解雇権の不充分な適用，が析聞きれているのである。そしてこれらむ
現状から著者は，企業に対する国家の所有権を前提とする介入問題(所有と経営の分
離〕と，銀行の国家からの自立の課題が重要だと問題を提示する。確かにこれらは著者
が現状を改革と開放が後もどり Eきない地点にきていると規定し，企業に広汎な自主権
を与える方向を展望している以上，当然の論理均帰結であろう。
だがここで一つの疑問が生じる。何故なら他方で薯表は，現在の中国経済改草は，効
率化の追求という枠内のもので全面的な政治体制改革には結びつかないとも主張してい
るからである。全面的な政治体制改革なしには，企業における所有と経営D分離，自立
的な銀行の存在は不可能だとしたら，経済制度に関するこ白点の主張をどりように統一
的に理解すればよいのだろうか。政治改革と経済改革との相互規定性の検討は今後に残
された大きな課題であろう。この課題は同時に著者白いう「効率化の追求。枠内」とい
う現在の経済改革の性格親定において， i効半化Jというタ ムをより厳密にする必要
をも示しているといえよう。
なお，評者には，中央集権的計回経済ッステム(いわゆるソ連型システム〉は，生産
力水準が低<.財の種類が少なく!国際的に閉鎖状態にあるという極めて限られた条件
の下でのみ機能しうるのではないか，との著者の問題提起が新鮮であったことを付記し
ておきたい。
本書は何よりも自らが行なった実態調査を基としてく著者は， w経済体制改革下の中
国企業企業調査資料集』京都大学経済研究所， 1986年5月刊として公表している〕現
下の中国経済が直面する課題に迫った本格的な研究成果であり，今後の中国経済研究，
又それを通じに現代社会主義経済研究によきな影響を与えるものと思われる。
